
■
吉
備
路
の
鬼 「
温
羅
」 

　

温
羅
と
呼
ば
れ
た
鬼
は
、山
の
上
に
城
を
築
き
、村
人
を
襲
い
悪
事
を
重
ね
て
い
た
。

　

大
和
の
王
か
ら
温
羅
退
治
の
命
令
を
受
け
た
吉
備
津
彦
命
は
、
吉
備
の
中
山
に
陣

を
構
え
、
そ
の
西
の
小
高
い
岡
の
頂
に
は
、
温
羅
の
矢
を
防
ぐ
巨
石
の
楯
を
築
い
た
。

　

命
は
、
温
羅
に
向
か
っ
て
矢
を
放
つ
。
温
羅
も
応
戦
し
城
か
ら
矢
を
放
つ
が
、
互

い
の
矢
は
何
度
も
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
落
ち
た
。
し
か
し
、
命
が
放
っ
た
矢
は
つ
い
に

温
羅
の
左
目
を
射
抜
く
。

　

温
羅
の
目
か
ら
は
血
が
噴
き
出
し
、
川
の
よ
う
に
流
れ
た
。
雉き
じ

に
な
っ
て
逃
げ
る
温
羅
を
鷹た
か

に
な
っ
て
命
が
追
う
。
温

羅
は
、
雉
か
ら
鯉こ
い

に
化
け
、
血
の
流
れ
る
川
に
逃
げ
た
が
、
命
は
鷹
か
ら
鵜う

に
な
り
、
鯉
を
喰
い
上
げ
退
治
し
た
。

■
桃
太
郎
伝
説
の
舞
台

　

総
社
市
に
は
、
鬼
ヶ
島
の
モ

チ
ー
フ
と
さ
れ
て
い
る
「
鬼
城

山
」、
温
羅
が
生
け
贄
を
茹
で
た

と
さ
れ
る
「
鬼
の
釜
」
な
ど
が

現
存
。
鬼
城
山
に
は
、
温
羅
の

居
城
と
さ
れ
る
鬼
ノ
城
（
西
門
）

が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
鬼
城

山
か
ら
は
総
社
平
野
が
一
望
で

き
、
７
世
紀
後
半
の
築
造
と
さ

れ
る
屏
風
折
の
石
垣
の
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
伝
説
の
背
景

　

古
代
吉
備
の
国
は
、
大
和
朝

廷
に
匹
敵
す
る
勢
力
を
誇
っ
て

い
ま
し
た
。
し
ば
し
ば
大
和
と

対
抗
し
、屈
服
し
た
こ
と
が
『
日

本
書
紀
』
や
『
古
事
記
』
か
ら

う
か
が
え
、
吉
備
津
彦
命
と
温

羅
の
戦
い
は
、
大
和
と
吉
備
の

対
立
を
反
映
し
た
も
の
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

作
山
古
墳
な
ど
の
巨
大
な
古

墳
は
大
和
に
匹
敵
す
る
規
模
を

誇
り
、
強
大
な
勢
力
が
こ
の
地

で
繁
栄
し
て
い
た
こ
と
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

●
日
本
遺
産
と
は

　

地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特

色
を
通
じ
て
、
日
本
の
文
化

や
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー

を
文
化
庁
が
認
定
す
る
制
度
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
を
国

内
外
に
発
信
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
桃
太
郎
伝
説
」
の
生
ま
れ
た
ま
ち 

お
か
や
ま

日
本
遺
産
に
認
定

作山古墳

鬼ノ城（西門）

　
「
桃
か
ら
生
ま
れ
た
桃
太
郎
が
、
村
を
荒
ら
す
鬼
と
戦
う
た
め
、
鬼
ヶ
島
に
向
か
い
退
治
す
る
」。

　

吉
備
路
に
ル
ー
ツ
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
日
本
の
昔
話
『
桃
太
郎
』。
桃
太
郎
の
モ
デ
ル

「
吉き
び
つ
ひ
こ
の
み
こ
と

備
津
彦
命
」
と
、
鬼
の
モ
デ
ル
「
温う

ら羅
」
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
総
社
市
、
岡
山
市
、
倉
敷
市
、
赤
磐
市

が
共
同
で
申
請
し
て
い
た
「
桃
太
郎
伝
説
」
が
５
月
24
日
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ　

文
化
課
文
化
財
係
（
☎
92
８
３
６
３
）

　備中神楽「吉備津」で演
じられる命と温羅の戦い

鬼の釜

♬
唄
え
よ
ー　

唄
え
よ
ー

　

い
ざ
唄
え
ー
♬

　

夕
方
に
な
る
と
哀
調
を
帯
び

た
音
頭
が
、
太
鼓
の
拍
子
に
合

わ
せ
て
響
き
渡
り
ま
す
。

　

こ
こ
新
本
地
区
で
は
、
毎
年

７
月
下
旬
に
恒
例
の
義
民
祭
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら

３
０
０
年
前
の
江
戸
時
代
中
ご

ろ
、
享
保
３
年
の
事
件
に
よ
り

犠
牲
と
な
っ
た
村
人
４
人
の
義

挙
に
対
し
、
慰
霊
と
感
謝
の
念

を
表
す
る
た
め
、
地
区
を
あ
げ

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
こ
の
義
民
の
由

来
を
新
本
小
学
校
の
児
童
が
オ

ペ
レ
ッ
タ「
義
民
さ
ま
」を
演
じ
、

大
き
な
感
動
を
与
え
て
い
ま
す
。

児
童
が
義
民
の
歴
史
を
自
ら
演

じ
、
新
本
の
歴
史
を
体
で
学
ぶ

と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
は
、
成

長
し
た
後
の
郷
土
愛
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

平
成
30
年
は
、
４
人
が
犠
牲

と
な
っ
た
事
件
か
ら
ち
ょ
う
ど

３
０
０
年
と
い
う
節
目
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
義
民
祭

と
は
別
に
、
11
月
11
日
㈰
に
新

本
義
民
三
百
年
記
念
式
典
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
、
歴

史
あ
る
義
民
祭
を
新
本
の
伝
統

行
事
と
し
て
次
の
世
代
へ
引
き

継
ぐ
出
発
点
と
し
て
位
置
づ
け
、

の
ど
か
で
住
み
や
す
い
新
本
地

区
を
、
今
以
上
に
豊
か
な
も
の

に
す
る
こ
と
が
、
我
々
の
使
命

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
守
長
健
尚
さ
ん
・
新
本
）

●

５
月
に
マ
ラ
ソ
ン
交
流
で

仙
台
に
行
き
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け

た
地
区
の
町
並
み
を
見
た
こ
と

で
す
。
田
植
え
の
準
備
が
さ
れ
、

道
路
は
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
る

な
ど
、
復
興
は
か
な
り
進
ん
で

い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
震
災
メ
モ
リ
ア
ル

交
流
館
や
震
災
遺
構
の
荒
浜
小

学
校
に
あ
っ
た
震
災
前
の
活
気

溢
れ
る
ま
ち
の
写
真
を
見
て
、

そ
う
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
の

画
面
越
し
で
は
伝
わ
ら
な
い
震

災
の
恐
怖
を
、
ま
ち
全
体
が
静

か
に
物
語
り
、
私
た
ち
の
今
の

防
災
意
識
の
在
り
方
を
問
い
掛

け
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

岡
山
県
は
自
然
災
害
が
少
な

い
で
す
が
、
今
か
ら
30
年
の
間

に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起

き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
と
き
は
岡
山
に
も
津
波
は
来

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
態
に
直

面
し
た
と
き
、
今
の
ま
ま
で
は

う
ま
く
対
応
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に

も
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
多
く

の
人
に
伝
え
、
東
日
本
大
震
災

を
身
近
な
こ
と
に
感
じ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

（
総
社
東
中
学
校

生
徒
会
長　

中
西
萌
人
さ
ん
）

人口　68,700 人 （前月比＋ 64 人）
　　　（うち外国人登録 1225 人　前月比＋ 23 人）
　　　　男　33,417 人（前月比＋ 20 人）
　　　　女　35,283 人（前月比＋ 44 人）
世帯数　27,329 世帯（前月比＋ 61 世帯）

　わたくしたちは、美しい自然と豊かな吉備文化には
ぐくまれている総社市民です。
　このことに誇りと責任をもち明るく豊かなまちをつ
くることにつとめます。
１ 郷土を大切に
　　美しい環境を まもりましょう。
１ 生涯学び
　　明るい家庭を きずきましょう。
１ たがいに助け合い
　　あたたかいまちを つくりましょう。

◎市の花 /れんげ ◎市の木 /もみじ ◎市の鳥 /タンチョウ

人口・世帯数（平成３０年６月１日現在）

市 民 憲 章

市 の 花 ・ 木 ・ 鳥

４人の功績を称える義民碑

広報クイズ
　今月の『広報そうじゃ』
を読んで、次のクイズに答
えてください。
　Ｑ　オープンから15周年
を迎えた国民宿舎サンロー
ド吉備路ときびじつるの里。
昨年度の宿泊利用率は全国 89カ所の国民宿舎中で、第●位。
【応募方法】　はがきかメールに答えと住所、氏名、電話番号、
市政や広報紙に対するご意見やご要望を明記のうえ、編集室へ。
正解者のなかから 2 人に「そうじゃ消防署カレー」１個と「そ
うじゃ小学校ライスカレー」２個、「そうじゃ赤米がゆ」１個
をセットで贈ります。いただいた意見などは、担当課から連
絡することがあります。
【応募期限】　７月31日㈫　【５月号の答え】　地域力
【５月号の当選者】　内藤大貴さん（三輪）、服部寿夫さん（奥坂）

［応募総数９件］
【応募先】　〒719－1192　中央一丁目１番１号　総社市役所市政情
報課　□ shisei@city.soja.okayama.jp

そうじゃ特産商品シリーズが当たる

荒浜小学校で町並みの模型を見学

　今年デビュー 35 年を迎えるアーティスト
藤井フミヤさんが５月 28 日と 29 日、テレ
ビ収録のため鬼ノ城などを探訪しました。
　番組の詳細は、次のとおりです。
■ 番組名　「藤井フミヤスペシャル　岡山で
観た。本当の桃太郎伝説」（BS フジ）
■放送日時　７月 21 日㈯、17:00 ～ 17:55 鬼ノ城の角楼で収録に臨む【5/29】

藤井フミヤさんが藤井フミヤさんが
桃太郎伝説 ゆかりの地を巡る

広報そうじゃ 2018.7　22


